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昭和６１年１２月１４日 第１回ところ物産まつり

▲

平成２８年（２０１６年）で３１回目を迎える「ところ物産まつり」の始まりは、昭和

６１年まで遡ります。昭和６２年１月号の「広報ところ」は、町の行事などを簡単に伝え

る「カメラルポ」のコーナーで、「…中央公民館で、常呂水産加工振興会などが主催した

特産品の即売会が開かれました。市価よりグーンと安いとあって、たくさんの買い物客で

にぎわいました」と紹介しています。現在は、近隣からも集客する年末恒例の大きな催し

となっていますが、始まった当時の会場は公民館、主催・名称も今とは違い、第７回まで

続けている過程で今のような形になりました。

▲

現在の「主催・名称・会場」に

いたるあゆみ

第１回 昭和６１年１２月１４日

会場：中央公民館

主催：常呂水産加工振興会

名称：常呂特産品即売会

第２回 昭和６２年１２月６日

名称：常呂町物産展

第３回 昭和６３年１２月４日

名称：大味覚祭

＊主催「常呂町物産振興会」に

変更・固定

第４回 平成元年１２月１０日

名称：味覚祭

第５回 平成２年１２月９日

名称：ところ物産品即売会

第６回 平成３年１２月１５日

＊名称「ところ物産まつり」に固定

第７回 平成４年１２月１３日

＊会場「多目的研修センターに」に

変更・固定

＊次ページを含め３枚の写真は第１回のもの



＊玄関前・ロビーと２階の大講堂を使用した即売会でした



▲

現在の形になった平成４年の「ところ物産まつり」を写真で紹介します

上：玄関前の「ところ部産まつり」の看板

下：１階ロビー：野菜やクリスマス・正月用のリース販売



上・下：大ホールのにぎわい、公民館大講堂よりも広く規模も大きくなっています



下：ホタテ貝のつかみ取りもありました


